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【神奈川県藤沢市】 

１人１台端末の利活用に係る計画 

 

１．１人１台端末を始めとするＩＣＴ環境によって実現を目指す学びの姿 

２０２０年（令和２年）に策定した「第３期藤沢市教育振興基本計画」においては、

１人１台端末の利活用をはじめとするＩＣＴ関連事業について、次のように位置づけて

いる。 

 

基本方針及び施策の柱 概要 第３期実施事業 

1.ともに学び、多くの人とかかわり合いながら自立する子どもを育成します 

 ①確かな学力の向上 学習指導要領を踏まえ、子どもたちの基礎的基本

的な知識・技能と思考力・判断力・表現力等を 

培い、主体的に学習に取り組む態度を育成しま

す。 

教育ＩＣＴ推進事業 

2.安全・安心で、学びを支える学校づくりを進めます 

 ③学びを支える質の

高い教育環境の整備 

子どもたち一人ひとりの学びを支えるため、学校

ＩＣＴの充実等の物的条件整備を進めます。 

（一部抜粋） 

学校ＩＣＴ環境整備事業 

 

また、 

・ＩＣＴを活用し、学習の基盤となる資質・能力の１つである情報活用能力を育む 

・子どもたち一人ひとりに個別最適化され、創造性を育む教育ＩＣＴ環境を提供する 

という２点が目的であることを念頭に、「情報活用の実践力」、「情報の科学的な理

解」、「情報社会に参画する態度」を児童生徒自らが身に着けられるよう、１人１台端

末や大型掲示装置等の機器整備及び協働学習ツール・各種学習コンテンツの拡充、 

そして教職員のＩＣＴを活用した効果的な端末利用の指導助言を実施する。 

 

 これらを踏まえ、本市は１人１台端末を活用し、児童生徒が自ら興味・関心を持って 

学びに向かい、次の学びにつなげる「主体的な学び」や、他者の考え等を交流しながら 

自身の考えを広げ、深める「対話的な学び」、そして、各教科等の特質に応じた「見

方・考え方」を働かせる「深い学び」を単元や題材のまとまりの中で実現できるよう目

指す。 

 

  

２．ＧＩＧＡスクール構想第１期1の総括 

 
1 １人１台端末及び高速大容量の通信ネットワークを一体的に整備し、個別最適化された学びを全国の学

校現場で持続的に実現させる構想のこと。ここでの「第１期」とは、２０２０年（令和２年）に藤沢市

立学校へ導入された１人１台端末の活用期間のことを指す。（以下同様） 



 

 

（１）１人１台端末の整備実績について 

令和２年度中に小中特別支援学校の全児童生徒に対し１人１台端末の整備を行った。 

内訳は以下のとおりである。 

 

・小学校（１～２年生） 

 Ｃｈｒｏｍｅｂｏｏｋ（デタッチャブルタイプ）、Ｗｉｎｄｏｗｓタブレット 

・小学校（３～６年生）、中学校 

 Ｃｈｒｏｍｅｂｏｏｋ（コンバーチブルタイプ）、Ｗｉｎｄｏｗｓタブレット 

・特別支援学校 

 ｉＰａｄ 

 

（２）総括 

ＧＩＧＡスクール構想第１期では、藤沢市立学校の児童生徒及び教職員に教育用Ｇ

ｏｏｇｌｅアカウントを配布し、１人１台端末の整備を行った。また、１人１台端末を

効果的に活用し、主体的・対話的で深い学びを実現するため、以下の整備を併せて実施

した。 

 

❖ 学習支援ソフトの導入 

学習支援ソフトのロイロノートを導入。共同編集や児童生徒同士の意見を共有するこ

とができ、協働的な学びをより効果的に進めることが可能となった。 

❖ ＩＣＴ支援員の配置 

ＩＣＴ操作に不慣れな児童生徒や教職員を支援するとともに、授業におけるＩＣＴの

効果的な利活用を推進するため、専門的知識をもったＩＣＴ支援員の学校への定期的な

派遣を実施した。具体的には、１人１台端末及びＩＣＴ機器の利活用支援や各種アカウ

ント管理、不具合対応、ソフトウェアの利活用研修などの支援を行ってきた。 

❖ モバイルＷｉ－Ｆｉルーターの整備 

様々な場面・場所で１人１台端末が利用できる環境を整えるため、令和２年度からモ

バイルＷｉ－Ｆｉルーターの整備を行った。主な使用用途として、不登校の児童生徒や

Ｗｉ－Ｆｉ環境がない家庭への支援としての貸出に加え、校外学習において端末を活用

するために校外へルーターを持ち出すこと等があった。 

❖ 藤沢市立学校において、ローカルブレイクアウト回線を整備 

１人１台端末の整備に伴い、校内の通信環境が急速に増大したためトラヒックが逼迫。

インターネットの利用にも影響したため、各学校から直接インターネットへ接続できる

ローカルブレイクアウト回線を整備し、１人１台端末が快適に利用できる環境を構築し

た。 

❖ 令和４年度にネットワークアセスメントを実施 

ローカルブレイクアウト回線の整備後、各教室におけるネットワーク環境を調査し、

ネットワークにつなぎづらい環境にある教室等については、アクセスポイントの交換を

行い、さらなるネットワーク環境の改善に努めた。 

 



 

 

❖ 教育文化センター 情報教育研究部会 

１人１台端末の効果的な活用を進めるにあたり、市内の端末活用における好事例をま

とめ、セミナーを開き各学校へ共有した。 

❖ 「活用型情報モラル教材ＧＩＧＡワークブックふじさわ」の作成 

「情報モラル」と「情報活用」に焦点を当て、ネットの特性や適切なコミュニケーシ

ョン方法、情報のリスクなど、情報モラルについて学べる教材を作成。上手に情報やＩ

ＣＴを活用し、情報社会に参画して社会に働きかけるための情報活用についても学べる

内容が盛り込まれている。また、保護者向けに、携帯電話・スマートフォンのトラブル

や、家庭でのルールについて等のページも掲載。１人１台端末を利用する中で、本教材

の活用を進めていく。 

  

  

３．１人１台端末の利活用方策 

（１）１人１台端末の積極的活用 

ＧＩＧＡスクール構想第１期の課題として、破損や故障が１人１台端末の利活用に

大きな影響を及ぼした。そこで、第２期においては、第１期に導入した１人１台端末で

利用できるものは引き続き予備端末として活用し、破損や故障を過度に考慮する必要が

ない状況を目指す。加えて、非常勤職員やＩＣＴ支援員を始めとした学校関係職員に対

しても１人１台端末を配当し、より円滑な校務の実施や学習支援を充実させ、１人１台

端末の積極的な活用を促していく。また、引き続き教職員を対象とした利活用研修を実

施し、ＩＣＴを活用した指導力向上に努めていく。 

 

（２）個別最適・協働的な学びの充実 

 学習者用デジタル教科書については、主たる教材として紙とデジタル双方の利点をふ

まえ、児童生徒が適宜選択しながら「主体的・対話的で深い学び」を実現できることを

目指す。また、計画訪問等での研究授業や研究協議を通して、デジタル教科書の効果的

な活用の指導・助言を行う。 

 また、児童生徒が自分の考えをまとめ、発表・表現する機会を増やすため、協働学習

支援ツールを引き続き整備するとともに、その活用を促進する。 

 

（３）学びの保障 

不登校支援の観点から、授業のオンライン配信やＷＥＢ会議システムを活用した朝の

会等を実施できる環境を整え、児童生徒及び保護者と相談の上、個別の状況に応じて対

応していく。 

 

 


